
繊維のエマルジョン吸着について

黒岩茂隆・会田源作

Shigetaka KUROIWA, Gensaku AIDA : Emulsion Adsorption by the Fibre

　　　　　　　　　　　　　　（1959杢卜9月20旧受Jili！）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まず必要量のオレイン酸と乳化剤とを振とう管にと

　　　　　　　　　緒　　醤　　　　　り，5・・C嘲浴rllで温た臆がらこれをよく混和す

　エーマルジTlンはi！，fくから工業的分野において，しばし　　　る。次に50℃に加熱した蒸留水の一定量をこれに加え

ば重要な役割を果してきた。ことに繊維工業においては　　　て，オレイン酸を分散乳化せしめるのであるが，蒸留水

いろいろな処理工程でその活躍が目立ち，すでになくて　　　は一度に加えずに少量ずつ分割して加え，50℃に保ち

はならない存在である。またエマルジョンの性質・機構　　　ながらその度毎に一・矩条件下で1力養とうし，乳化がよりよ

および乳化剤の｛生能などに関する間題の解明は，いろい　　　く行われるよう留葱した。その振とう条件は次のようで

ろ有益な矯哉を豊密に与えてくれるので，学問的には勿　ある・

論のこと，実用而においてもエマルジョンなるものの用　　　　　振iとう：振とう管の擾軸の方向に徊三1紺辰とう

途をひろめ，その重嬰性を宏すますたかめつつある。最　　　　　振　巾：約10cm

近のエマルジョン重合およびエマルジ冠ン紡糸などはそ　　　　　振とう速度：1分開に約120回

のよき例であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このようにして調製したエマルジョンはこれをメスフ

　エマルジョンが繊維工業分野において用いられている　　　ラスコに移し，必要組成にな為ように更に蒸留水を加え

一つの具体例としては，レイヨソ製造の際の油剤処理の　　　て供試試料とした。ただしこのエマルジョンにごく少盤

問題があげられるが，本研究は，その際エマルジ剴ンの　　　の電解質を添加すると，その魁気伝導憐が著しくよくな

組成・安定性が油性物質および乳化剤の繊維への吸矯と　　　ることから，これは水中油滴型エマルジョンであること

どのような関係にあるかを調べ，この方面の基礎的知見　　　が明らかである。

を得んとする目的で行われたものである。　　　　　　　　　　（2｝エマルジョンの安能度測定法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エマルジョンの安定度測定法としては，例えばエマル

　　　　　　　　実験試料　　　　 ジ，．、ンが調製されてより破壊されるまでの［1欄を測定し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〉－”s）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）N6）
　（1＞繊維；東洋レイヨン株式会祉提供のヴィスコース　　　たり，或いは分散粒子の火きさの分布を求めるなど・これ

人絹にして，とくに紡糸後脱流水洗したのみで油剤処理　　　までいろいろな方芽が提案されてきたが，著者らはN・

しないものを使用した。　　　　　　　　　　　　　　　　Sch6nfeldの方法を採用した。それは・一定量のエマル

　（2｝油：オレイン酸を使用。市販のものを15mmHg，　　　ジョンを一定時間放1蹴したときに，その不安定な結果と

233－．234・Cにて滅縢留して用V・た。　　　　　して生ずるエマ・レジ・ン醸瀦1分1こおける紬綴化を

　（8）乳化剤：第一工業製薬株式会社製の非イオン性界　　測定し・これを安定度の目安とする方法である。すなわ

面活性剤を使用。これは次のようなものである。　　　　　ちいまエマルジョソ調製後翻寺聞後における・エマルジ

　　　ポ財キシエチレン基の平均飴度約20　　　・ソの表面部分の｝’定容積中に含まれる油の齪z’と

　　　オレイン酸エステル型　　　　　　　　　　　　　し，とくにt＝OのときのそれをZoとすれば，

　　　有効成分95，　5％，水分4．　S％　　　　　　　　　　　　　　　　　SKt　：　Zt／Zo

　　　用途：乳化剤・精練剤　　　　　　　　　　　　　　なる値が1に近い程そのエマルジyンは安定であり，1

　　　　　　　　実験方法　　欝馨鑑驚簸禰献案1欝
　（1）　エマルジョンの調製　　　　　　　　　　　　　　　　る。　　　’
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　本実験においては，ヒ記のようにして調製したエマル　　　重量を鞭とすれば，

ジ・・を・・ccずつ・絢…ダーにi・け・・’ずれも　（オ・イ酬1・1灘）4・…％　（・）

碧囎群凱郷繍憲タ誘，篇　（，L化斉、】、轍）。響二4・…％（・）

tr＝oとし，それより15分後には第二のシリソダーから・　　これに・よつて一・応オレイン酸および乳化剤の附蒲1辻をそ

30分後には第三のシリソ妊からそれぞれ同様にしてエ　れぞ涛t淵拙来るわけである。

マルジョン5ccを採取する。ただし第二および第三のシ　　　　しかしエマルジョソに浸演した繊維を，常に原繊維重

リソダーからエマルジ・ンを採岡1る際，場合によつて　量の同一一倍率になるように脱1ぜ交することは技術隙こ困難

はオレイン酸がすでに表面に遊離し始めていることがあ　　　であり，実際は種々異なるので，その倍率が同一一・一でない

るので・このようなときはとくにtLi・がピペ・ト内に入　限り，このまil｛では棚鵬裸の相ヱ砒較が出勲い・

らぬよう充研主意するQこうして採取したエマルジmv　　　そこでかりに，この倍率がどの突験についても同一の｛直

各5ccにつき・その中に含まれるオレイン酸盤を知るため　　　mで～セ，つたとしたときのオレイン酸撤を£’8・とすると・

㌦ζ獅驚紅謡欝41厨輪　　E，・・E・讐）
定した。かくして得られたオレイン酸蚤をそれぞれZu，　　とすることが出来るので・（1｝および（2）式を次のようにか

Z15およびZsoとし，15分および30分後における分離係　　　き改める。

数、趨繍ズ5灘犠、よび乳1ヒ＿喪（一・轍）燦E暢×1°°％（3｝

　　定　　　　　　　　　（乳化剤附灘）一（ル・F－E）・齢・…％（・）

　関係湿度65％，漏度20°Cの容器内に長期貯蔵した試　　　輿際にはこの式によつて計算した。ただしGはエマルジ

料繊維59を秤取し，これを50°Cの上記二匹マルジョシ　　　wン処理繊維の脱液後の全璽量である。

100cc中に3分間浸漬，　この闘よく撹絆してエマルジョ

ンを繊維に購せしめ・次にごliLをとり肌・全1縛原　　　　実験結果および考察
繊維重量の所定倍率になるように，遠心脱水機を用いて

一定条件下で脱液した後，60～70°Cにて乾燥する。乾燥　　　　（1・）予備実験

灘はこれを。。クスレ舳1瑠に入れ，アル・一ルに　郷負に触つて，まず原繊纈・当りのアル　呵

て繊細。騰しt、、2－。イ。醐。よび乳化髄抽出し（iifv灘分の即蜘つておく必要があるので・これ醐定

卿欄7劇以上）いま・の・hhULI？Mよりアル＝　一・一ル瑠　したと・ろ，嚢姻の勲の結果平馳として

禺さ琳乞燥して得られ繊齢の重量遡9とする。　　　　B　＝　2・　4mg

　また原繊維中のアルコール可溶成分を求めるために，　　　なる1直を得た。

ブラソクテストとして，エマルジョン処理を行わない繊　　　　また上述したように繊維に附着したオレイン酸量は，

維5gにつき，上と全く同様の操作を行い，この1聯の原　　　結局アルカリ滴定によつてこれを決定しようとしたので

灘19当り動咄鎚gとする。なおこの細肋につき　あるが・他に乳化剤が儲するので課してこの方法が

酸性成分の有無を調べたところ，その存在しないことを　　　正しくオレイン酸量を与えるか否かを調べるために，既

知つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知貴のオレイン酸に上記乳化剤を樋々の割禽1こ混合し，

　灘上記A8中に含齢るオ・イン酸の量を知るため　・れを3時間1・・°Cで乾燥した後アル’｛ル｝こ溶解せし

に，撫鵬を再び95％アル・一ルに溶解せしめ（必要な　め・フ・・一ルフ〃イソを指藤としてアノレカリにて

ら加熱），このものにつきアルカリ1醗を行つた．購　瀧し・オレイン薩を求めたところ，すべて゜・16％の

維のア脚一・可溶成刑・には酸性成分が存在しない・　1鯛内で計聯と徹したの一6・一応この方法でオレイ

　とが明らかとなつたので，この時要したアルカリ堂より　　　ソ酸量を決定しても差支えないものとみなした。

ゑ9中に存在するオレイ職勲画妾矯ことが出来る・　更に鯖織階灸岬槻性を調べるために，種々の繊

　これをEgとする。またエルマジョソ処理した繊維の原　　　のエマルジ・1ンを調製し，その一つ一つにつきエマルジ
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　　　　　　　第1表　再現性の実験　　　　　　　　　　酸および乳化剤の附着蚤を計算によつて求め，これを

　　　　　　　　　　　　　実験1　実拠　　　「1騰騰卜算欄とする・従つて実1則によつて得た値

一廊顧禰（9「～　7．000　6．157…㎝　と・このill・1羅計奪　：｛直との差は・繊維に嚇さオ・たオ・

　脱液後σ）繊維璽最（9）　13．351　　11．697　　　　イン酸または乳化剤の正味の吸着量と考えられる。第1

　倍　　　率　　　　　　　　1．　91　　　T．90　　　　　　図はこれを図示したもので，横軸にはオレイン酸に対す

al［1　H，i，量（鯉　　185　16・　　る乳fヒ’fl・1・a・　船，縦・iil　には繍｝・嚇さa、たオ・イ。酸

　学Lイヒ斉1】1｛付ア断ま鷲　（％）　　　　　　0．48　　　　　0．46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　；　　“　　　　　　　　　　　，

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　めにエマルジョソの安定度としてその分離係数をとつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。
uン吸着の実験を行い，オレイン酸および乳化剤の附着

量を測定したところ，同一組成のエマルジ・置ソについて

究イン難韻（％）2・18　2・19　　および乳化剤a，原繍・嚇こ対す晒郷と比　交のた

は常によき一致をみた．第1灘その一例で，オ。イ職　　8

濃度1％，乳化剤濃度0．5％の”：・・K’ルジ＝ソの場合であ

る。これより再現性がかなりよいことがよくわかる。　　　　景6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LHJ（2財レイン酬護を一定｝こし・乳化剤の濃灘種々　羅

変えて調製したエマルジョソの安楚度と吸着鍛との関係　　　轡4

オ・イ・伽繊を常に5％としけ・イ・酸に対す　1

る乳化剤の割合・が（含水分）それぞれ10；10，1017．5，　　　．2

10：5および10；2，5になるように調製したエマルジa．ン

ICつき実験した紡果を簾2表に示す。ただし喪の「オレ

SK、1西h一抄イソ酸 2，0

L5巖

　t

1．O

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【｝　　　　2　　　　　4　　　　　6　　　　　8　　　　　10

　　　　　　第2表実験結果　　　　　　　　　　　　一｛脚費階10にkけ調L化剤iiこで批

編灘19・1・1・・－51・…　　　第1図
繊維原重量F（9）　4，978　4．ア98　5．262　5．684　　　　前述のように：？ルジ・・ンの安定性は，その分離係数

脱液後の重量倍率　2’9　　2・71　2・7　　2・6　　　　が工に近い穣大であるので，笛1図よりオレイン酸に対

駕鑛i騰8・・22・・18・・9816・・　す・乳儲畷醐・す・・つれて，エマ・ジ・ン聡

lLイ1灘謄i％）8・・896・・67・45・・　欝難懲繍よ乙鼻、綴器

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　易いようであるQ

イン酸附着彙」および「乳化剤附着量」としてあるの　　　界面活性剤の洗浄性は汚塀を繊維から取り除く作用

は，それぞれ上記（B）および（4）式を用V・て計算した結果　　と，それが再び汚垢として繊維に附藩しないために，そ

で，m・2，7とした場含のものである。またここで注意　　　れを安驚な分散または乳濁粒子として水中にとどめおく

するのはe睨述のようにエマルジョン処理せられた繊維　　　作用とにわけて考えることが出来る。従つて界面活性剤

は後に一一・rたん60～70°Cで乾燥し，これをアル’：　e一ルに　　　による安定なエマルジョンの生成は，洗浄作用における

・て抽出し，その柚出液よりアルコールを智出乾燥させた　　　後者の効果を助長するものであるが，繊維への油性物質

残留分の重量を4gとしているので，「乳化剤附着景」は　　　の吸着は丁度この逆の作用が第一前提となると考える

当然その有効成分についての櫨を与えている。　　　　　　　と，エマルジョソの安定度が減少するとともにオレイン

　ところで繊維をヱマルジョン中に浸演すると，実際に　　　酸の吸着鑑が増大するという第1図の結果は，容易に酋

はその界面に才レイン酸と乳化剤が吸着されて，この部　　　肯されよう。ただここで注意すべきは吸藩の均一性とい

分のエマルジJ－1ソ組成が変化するわけであるが，いまか　　　うことであつて，油性物質の繊維への吸着に対する界面

りにこのようなこと，すなわち吸藩が一切起らないと考’　　活性剤，すなわち乳化剤の存在意義は，一つは丁度染色

えたときp一簿催率郷に対’して与えられるべきオレイン　　作用における均染剤のごとく均一なる吸着を促進する効
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果にあるものであろうと思われる。　　　　　　　　　　　vルジョンが不安窟な程オレイソ酸の吸翠猷は大きい。

　乳化剤の添加鍛の増加はエマルジョンの安定度を増大　　　　（2）また乳化剤自身の吸蒲量もこれと岡様であつて，

する方向に働くので，乳化剤白身の吸矯量もこれととも　　エマルジョン安定度増大とともに吸着撫ま減少する力雪，

に減少するが，エマルジ。ンがある程度安定になると，　　　それがある程度安定になれば，乳化剤1｛1身の吸薦1i｛：1まか

今度は乳化剤自身の吸着量が増大するようになるQ第1　　　えつて増加する傾向にある。

図にはこの傾向がかなり明瞭にうかがえる。　　　　　　　終りに試料繊維のお1比話を頂いた当教霊大平敏彦教授

　〔3）オレイン酸と乳化剤の全墨を一一’SS，とし，エマルジ　　　に深甚な謝意を表する。

ヨンの組成を種々変えた場含　　　　　　　　　　　　　　　　なお本研究は昭和133年度誠験研究蟹で1：’iつたく㌧

　オレイン酸と乳化剤との全壁が1％で不変であるが，

ただその比が異なり10：10，10：7．5，10：5および10：　　文献
2・5であるような各エマルジ・ソを調製し，これを用い　（】．｝S、h。1m。n・、nd・C。，kb、i。，　T，a。，．　F。，、d、y．S。。，　，．

て同様に実験した結果を第2図＠m＝2．0とした場合の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36，　651　（1940）
もの）に示す・ただしかイ職の灘が［胴の場合に　（2）伊蜘・，M，m。，ies。f、heエ。、tit。、。。f．S、i，。、ifi、．

くらべはるかに低v’ので，分lil（k係数の測箆灘1鞭あつ　　1。d。，t，i、I　Resea，ch　O、。k、　U。i。．，6，54（1949）

たためこ漣榊した・織　嬬1果も大体において第1　（3）R、y。。1d、nd　Merrill，　1。d．　E。g．　Ch，m．，　15，743．

図胴じような1餉赫していることが滋iさ泌・　　（・943）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）King　and　Muhherjee，　J．　Soc．　Chem，　InCl，，58，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　243　（1939）

　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）　Stam　and　I（reemer，　J・Am・Chem．　Soc．，46，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2709　（1924）

　　9e　3　　i　ab・イ職　　　　　　（6）Ki・9・Tra…F・・ad・y　S…t37・168（・941）
　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）　Sch6nefeld，　Melliand　Textilber．，32，773（1951）・・

ド　　　　　　　　　S・mm・・y
　　　　　　　乳化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Viscose　rayon　was　oiled　with　the　etnulsiQn　which

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　prepared　by　dispersing　oleic　acid　into　water

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　making　use　of　the　non－・ionic　surface　active　agent

　　　　o　　　　2　　　　4　　　　6　　　　8　　　　10　　　　　　　　　as　emulsifier，　and　the　both，　oleic　acid　and　emulsi・

　　　　　　一’刺ン酸1°に対する乳㈱混合比　　　fi・・，・d…b・d　by・h，，ay。。　w。，e　estim、t，d　sep、，。．

　　　　　　　　　第2図　 ．　tely・The　expe「imental　results　are　as　follows：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　The　less　stable　the　emulsion，　since　the　addi・

　　　　　　　　　結　論　　1器t鵬鑑器ill、f還糠，！he　quan冒

　以上の実験結果よりエマルジョンの繊維に対する吸着　　　　（2）The　adsorption　quantity　of　the　emulsifier

性に関し，次のことが明らかとなつた。　　　　　　　　　decreased　with　increasing　of　stability　of　the　emul－

　（1｝乳化剤としてオレイン酸エステル系非イオン性界　　　sioll，　as　well　as　that　of　oleic　acid，　but　had　a

面活性剤を用い，オレイソ酸を水に分散させて得・られる　　　trend　to　increase　on　the　contrary　after　the　emulsion

エマルジョンにてヴィスコース繊維を油剤処理すると，　　　had　become　stable　to　a　certain　extent．

実験の範囲内では，乳化剤の添加割合が少く，従つてエ


